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保 育者養成校の 「保育内容 表現」 につ い て

一
絵本 を用い た表 現活 動の 研 究一

石　橋　裕　子

（鎌倉女子大学）

匸研究の 目的 と方法］

保 育落 動の 中に は リ トミ ッ クが広 く取 り入れ られて

い る。保育者採用試験で もリトミ ッ ク を課 して い る園

が 増 えて きて い る。

　音楽教育 は人間 の 心 とか らだの 発 達段階を考慮 して

行 うべ きだ と考えた ダル ク ロ
ーズ は 、研 究 を重 ね た 結．

果、リズ ム運動 を取 り入 れ た 。す な わ ち、「か らだで 覚

え る」 とい うこ とで あ る。 音楽 を聞 く、歌 う、演奏 す

る、作 る とい っ た音楽教育で 学 ぶ全 て の こ と を、か ら

だ を動か す経 験を 通 じて 感 じと っ て い くの が、リ トミ

ッ クの 教育 であ る。

　一
方で、絵 本や 紙芝居 の驍み聞か せ は 、保育者と子

ども達 とが、心通 うぬ くも りの ある時 を 共 有で きる

ひ と と き で あ り、保育に 欠 かせ ない 活動の
一

つ で ある

と考 える。絵 本の 絵 とこ と ば は 互 い に 補い 合 っ て ス ト

ーリ
ー

が展 開 して お り、もの ご とを頭や心の 中で絵に

して 、物語 を作 り上げ る想像 力を育て る のだ と考え る。

ま た 、昔か ら続み 継が れ て きた 絵 本 は 、子 ども 達の 知

餓
・
感情

・
感 覚を豊か に し、もの の 見方 を支えて くれ

ると も考え る 、

　本研究 は、読み 聞かせ て もら っ た 絵本 で の 心の 冒険を

した 後、今度は 自分達で その 世界を想像 して か らだ で

表現する とい う活動 を通 して 自分な り に表 現す る活動

（自己衷 現）の 方法 を模 索す る こ と と し、学生の 提出

した レポ
ー

ト等に より、衰現 の 講義内容を考察する も

の とする。

［実践事例 ユ］

ね らい ； ア　音楽 〔テ
ーマ 〕 に よ る即 時 反応 （資

　 　 　　 料 1）

　 　 　　 イ　 低音 に よ る合図の 即時 反 応 （資料 2）

　　　　 ウ　高音 に よる 合図の 即時反応 （資料 3）

　 　 　　 工 　高低 同時 の 合 図の 即時反応

　　　 オ　こ とばに よる合図 の 即時反応

　 方法 ： ピア ノ に合 わせ て 歩 く ・走る ・
ス キ ッ プを し

　 　 　　 な が ら上記 ア 〜オ の 合図 を聞 き 分 け て即 時反

　 　 　　 応 を行 う。

　 　 ア　 こ の 音 が 聞こ えた ら立 ち止 ま っ て 右 手の こぶ

　　　 しを上に あげ て 「ヤ ー
」 と 言 う

　 　 イ 　 こ の 音 が聞こ えた ら床 に手をつ きなが らしゃ が

　　　 む

　 　 ウ　 こ の 音 が聞こ えた らジ ャ ン プ しなが ら手 を叩 く

　 　 エ 　 ニの音 が聞 こ えた らイ→ウまた はウ→イの 動作

　 　 　 をす る

　　 オ 　 「握手 」 「3 人亅 「壁 に タ ッ チ 」 な ど の こ とば の

　 　 　 合図 を 聞 き 分 け る

初 めは わか りやす い フ レ
ーズ の 切れ 目で 合 図を出 し、

少 しず つ 予 測 しに くい 場所 で 合図 した。楽 しそ うに

反 応 した り驚い た タイ ミ ン グを つ か み、含図 の 出 し方

を工夫 した 。オ の 応用 と して 、「リズム 」 と言 っ た ら

「ピア ノ」 と答え るように も した 。
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［実践事例 2 ］学生 に よるロ
ー

ル プ レ イ

　実 践事例 ユ で の 体験 を元に して 実施。先生役 の 学生

の 即興演奏 に 対す る恐怖 心 を緩和す るた め 、高音 ・低

音各 1名ずっ 、計 2名で行 っ た。初め の 2 名は 合図 2 ．

種類、次の 2名 は 3 種類 と い う よ うに 1種類ず つ 増や

し、最後の 2 名 は 6 種類 の 合 図を出 し た （合図 の
一

部．．

ほ資萪7
’
〜10）。　　　

．
　　　　　

．「

［実 践 事 例 3］絵 本 「の せ て の せ て 亅 （松 谷 み ょ子 ／文

　　 　 　　 　 東 光寺 啓／絵 　童 心 社）

ね らい ； ア 　階名唱 　．　　　　
’
　　　 ，

　　 　 　 イ　 即時反応 　 　 　 、

　　 　 　 ウ　 音楽 （テ
ーマ ）の 聞 き分 け

　　 　 　 工 　 長 調 と短 調 の 聞 き分け

方法 ：手 に ハ ン ドル を持 ちなが ら （持 つ 真似）、ピ

　　 　 ア ノ に 合わせ て ドラ イ ブする 。音楽 がス トッ

　　 　 プ したら 「赤」 と言 う。登場 す る動物の テ
ー

　　 　 マ を合 図 し （うさぎ、くま、ねずみ）、イメ

　　 　
ージで 動 く．また、何匹 い る か 数 え階名唱す

　　　 る （資料 11）。ね ずみ 登揚時は左頁の み 見せ

　　　て 右頁 は
孥

キン グして お き沙 しずつ 紙を

．1　 ず らし て 膾名 唱す る。
．
トン ネル に 入 る合図は

　　 　 短 調に し、トン ネル か ら抜 け出た合 図は長調

　　　 の 和音で 示 し ．（資料 12）、こ れが 闘 こ えた ら

　 ．．　 〔ピカ ピカ1 と言 う。ドライ．ブの途 中で 上 り

　　 　 坂
・
下 り坂、信 号をイメ

ー
ジさせ る （速度 の

　　 　 変化）．また、動物 の 大 きさに合 わせ て 歩 き方

　　　 の 違い （か らだ の 大き さの 違い ） が出せ る よ

　　 　 うに も した 。

〔実践事例 4ユ学 生 に よ る ロ ール プ レイ

　 実践事例 3 で の 経験 を 元 に 「の せ て の せ て 」 を
　　　　　　．ぴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
使 っ て の ロ ール プ レ イ を 実施。初め に 読み 聞か せ

を体験 し．実践事 例 2 同様、先生 役は 2名 が担 当。

1 回 目は数頁ず つ 区切 っ て 先生 役 を交代 して
一

通

り行 ない 、2 回 目は 2 名 がす べ て を通 して行 っ た。

　　　［考察 とま とめ］　 ．．　　　　
”
：，

．・
：
」．

・　　　　
．’

　　　　　　　　　　
t・　 ・　　　　　　 ．　　

1、・．
　　　　 学生 の 提出 した レ ポート等に よ り講義 内容 を考察

　　 　 して い く。

　 〈絵本の 読み聞 かせ につ い て 〉

　　 ・　今 ま で は 簡 単だ と思 っ て い た が 、実際 1と読ん 　
’

　　　で み る と思い の ほ か 難 し く、下読 み の 必 要性 を
　 　 　 　 　 　 　 　 　

．1
、　　　　　・　　　　　　

．
　 ．　　』　　　　

」
　
．

　　　痛感 した。　　　　　　　　　　　　
’
　　　

．’

　 　 　 　 　 　 　 ’　　
．
　　　　

’
　 ．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．．、

　　
・
　柳揚の つ け方 ・登場 入 物 （動物）に よっ て声　．

　　 色 をか える こ とは 、即 興 演奏の よい ヒ ン トに な

　　　
．
っ た。　　 1　　 ．．　　　　　．

　　 ・　 多 くの 絵本 を読 み 、’．絵本 を 見 る楽 しみを発 ．

　　　見 したい 。　　　　　　
’．
　
．−・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「

　　絵 本に 親 レむ魁 さ砂 し味 厩 た とす る嬋

　で あ る と 考え る 。絵本Et決 しF子 どもだけの もの で

　 な く、大人 も楽 しめ る文化財で ある こ とが理解 で き

　 た も の と思 わ れ る b 　　　　　　　　　　 ：　 ．．

　〈絵 本を取 り入 れ た表 現 活 動 ・
即興演奏〉

　　
・
　楽謄 を見 て 弾 か な い の 炉楽 しい 。

　　 ・　 2 人 で合わせ て 弾 くの は難 しか っ たが．お

　　 　 互 い に メチ ャ ク チ ャ に ひ い て も音楽 に なる こと

　　　がわか り 、楽 しか っ た 。　 ．．　
’
　　　 ・．

　　
・．．1 本 揖で 弾い て も音楽 になろぞい て 驚い た。’

　　 ・　 自分達が 弾 くピア ノ に合 わせ て 皆が動い て く

　　　 れ る こ とが 快感 だ っ た．
．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒
　　

・
　 絵 本 を 見 な が ら体 を動か すの は楽 し い 。

1亀

殆 どの 学生が 即 興 演 奏 は初 体 験 で あ った 。自由に 弾 く

　こ との 楽 し さが 味 わ え 、ま た 、絵 本 を動 きの た あの

’

　教 材 にした こ とに は 概ね好感が も て だよ うに思 う。
．「

　音 楽の 楽 しさを感 じて 味わ
．
うこ との で きう」

「
保育者

は子 どもの 自由 な表現 活勗を 生か せ る と考える。自ら

が音 楽を楽 しめ る保 育者を養成するた めの 実践 と研究

を さらに 続 けた い 。
’
　．　　　　

．
　

．．
　．Ft ．．

．’
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